
【資料３】

O-1
O-2
O-3
O-4
O-5
O-6

・国と地方が推し進める、地方創生、地方分権の流れ
・企業・政府機関の移転等を促進する国の施策
・北陸新幹線金沢開業につづく福井開業（H34末）
・輸出企業に対して円安がもららす好機
・海外生産拠点の国内回帰の高まり
・医療・ＩＣＴほか先端技術への期待、需要の高まり

T-1
T-2
T-3
T-4
T-5

・人口減少による国内市場の縮小
・生産年齢人口の減少（年少人口減少、高齢化含む）
・北陸新幹線福井開業までの、金沢への人材・資源等の流出
・輸入企業に対する円安の影響
・東日本大震災後の大規模災害への不安

SO 機会 × 強み　【積極化・成長戦略】
＜強みで機会を活かす＞ ST 脅威 × 強み　【差別化・克服戦略】

＜強みで脅威を克服する＞

S-1

S-2

S-3
S-4
S-5
S-6

S-7

S-8
S-9

・東京から3時間40分、大阪・名古屋から
 2時間の好立地都市
・歴史ある繊維・化学産業を核とした企業
 集積
・女性就業率が高い
・社長排出数が多い
・多様な学科を有する複数の大学立地
・一乗谷朝倉氏遺跡ほか、越前海岸、まち
 なか（養浩館庭園等）の観光資源
・近隣に全国区の観光地（東尋坊、永平
 寺、恐竜博物館）
・住み良いまちとしての高い評価
・県庁所在地として、多様な都市機能（商
 業施設・ホテル等）を有している

S-1
O-1,2

S-2,5
O-4,6

S-4,5
O-2

S-1,6
  ,7,9
O-3

県外からの企業誘致の促進
産業用地の確保、規制緩和

基幹産業の振興
イノベーション促進、先端技術への応用

創業・起業の促進
大学との連携推進

東京圏からの観光誘客（金沢からの誘客）
広域観光の充実（周辺市町との連携）

S-1
T-3

S-2
T-1

S-2,3
T-1,4

S-2,4
T-2

S-1,8
T-2

S-1
T-5

関西圏、中京圏に近い優位性を活かした産業振興、観光ＰＲ

福井を支えてきた繊維関連産業の再生

製品の高付加価値化
女性目線の製品開発促進

事業承継の円滑化
人材育成

人材還流、ＵＩターン地元就職の促進

日本海側へ災害時のリスク分散を行う東京圏の企業誘致

WO 機会 × 弱み　【弱点強化・改善戦略】
＜機会を生かして弱みを克服する＞ WT 脅威 × 弱み　【専守防衛・撤退戦略】

＜最悪の事態を招かない施策＞

W-1
W-2
W-3
W-4
W-5

・中小、零細企業が多い
・知名度の高い企業が少ない
・女性管理職割合が低い
・地域ブランドの不在
・福井市そのものの知名度の低さ

W-1,2
O-1,6

W-3
O-1

W-4,5
O-3,4

W-4,5
O-1,3

中小企業の競争力強化→事業拡大支援
地域の中核企業の支援、上場企業づくり

ワークライフバランス、女性が活躍できる環境整備

産品の福井ブランド化
地域資源の活用、６次産業化の推進

観光地の磨き上げ、シティプロモーション、情報発信
東京圏への積極的なPR

外部環境　（社会情勢の変化・時代の潮流）
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機会 （Opportunity） 脅威 （Threat）
SWOT分析とは、外的要因（機会・脅威）と、内的要因
（強み・弱み）の４つの視点から、⾃⾝の置かれている環境を
整理し、確認・評価する分析⼿法。

ここでは、さらに、クロスSWOT分析を⽤いる。
それぞれの要因をクロスさせることで、強みや機会を活かし、積
極的展開ならびに困難な状況下での差別化を図るための戦
略が分析できる。

福井市の産業に関するSWOT分析（主に 商⼯業、観光分野）


